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　32歳，男性．2011年 11月，入浴中に突然，数分間の意識消失を認めた．自然に意識は回復し

たが，救急車内で再び意識消失発作を認めた．モニター心電図により心室細動（VF）が確認され，VF

の 1拍目と同一の単形性心室期外収縮（PVC）が頻発していた．約半年前の健診では前胸部誘導に明

らかな ST変化は認めていないものの，来院時は coved型心電図を呈しており，Brugada症候群と診

断された．同日に再度 VFが出現したため，VFを惹起する PVC（左脚ブロック型 +下方軸）に対する

カテーテルアブレーションを緊急で施行した．3-D mappingでは，心内膜側に低電位領域は認めず，

右室流出路後側壁で QRSに 32 msec先行する電位が記録され，同部位に対するアブレーションによ

り PVCは抑制された．入院直前に，微熱および PVCに伴う動悸発作が出現しており，発熱を契機に

Brugada症候群が顕在化したものと推測されるまれな 1例であった．
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心室細動を惹起する右室流出路起源心室期外収縮に
対するカテーテルアブレーションが著効した
Brugada症候群の 1例
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